
 
○
健
康
管
理
と
し
つ
け
を
し
ま
し
ょ

う 

 

避
難
所
で
は
多
く
の
人
が
共
同

生
活
を
送
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
他

の
人
の
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
、
日

頃
か
ら
ペ
ッ
ト
の
健
康
管
理
と
し

つ
け
を
行
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。 

・
健
康
管
理 

 

普
段
か
ら
健
康
状
態
に
注
意
し
、 

体
を
清
潔
に
保
ち
、
予
防
接
種
や
ノ 

ミ
な
ど
の
外
部
寄
生
虫
の
駆
除
を 

し
っ
か
り
行
い
ま
し
ょ
う
。 

          

・
基
本
的
な
し
つ
け 

 

知
ら
な
い
人
や
他
人
の
ペ
ッ
ト 

に
吠
え
て
し
ま
う
と
、
他
の
避
難
者 

か
ら
の
苦
情
で
入
所
が
困
難
に
な 

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。 

ペットと同行避難するための備え 

ま
た
、
避
難
所
で
の
生
活
は
ケ
ー

ジ
で
の
生
活
に
な
る
こ
と
が
多
い

の
で
、
普
段
か
ら
慣
ら
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。 

        

 

○
避
難
所
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ

う 

 

現
在
、
同
行
避
難
の
可
能
な
避
難

所
は
、
町
内
の
各
小
中
学
校
で
す
。 

 

な
お
、
受
け
入
れ
可
能
な
動
物
種

は
、
原
則
と
し
て
、
犬
、
猫
、
小
鳥

等
の
小
動
物
で
す
。 

 

ペ
ッ
ト
は
、
避
難
者
の
生
活
場
所

と
離
れ
た
場
所
で
、
自
転
車
置
き

場
、
軒
下
、
テ
ン
ト
等
の
雨
風
を
し

の
げ
る
場
所
で
の
飼
育
と
な
り
ま

す
。
（
爬
虫
類
等
加
温
設
備
が
必
要

な
ペ
ッ
ト
の
受
け
入
れ
は
困
難
で

す
。
） 

 

ペ
ッ
ト
に
も
大
き
な
ス
ト
レ
ス

が
か
か
る
こ
と
か
ら
、
緊
急
時
に
ペ

ッ
ト
を
預
か
っ
て
く
れ
る
方
や
場

所
を
考
え
て
お
く
こ
と
も
大
切
で

す
。 

○
所
有
者
明
示
を
し
ま
し
ょ
う 

 

ペ
ッ
ト
の
所
有
者
表
示
は
災
害

発
生
時
に
関
わ
ら
ず
大
切
で
す
。
災

害
時
に
は
ペ
ッ
ト
が
逃
げ
て
し
ま

っ
た
り
し
て
、
一
度
飼
い
主
か
ら
離

れ
て
し
ま
う
と
再
会
は
難
し
い
で

す
。
首
輪
に
鑑
札
や
狂
犬
病
予
防
注

射
済
票
は
も
ち
ろ
ん
住
所
や
電
話

番
号
を
書
い
て
お
い
た
り
、
マ
イ
ク

ロ
チ
ッ
プ
を
入
れ
て
お
く
こ
と
で

再
会
の
可
能
性
は
ぐ
ん
と
高
ま
り

ま
す
。 

 

○
ペ
ッ
ト
用
品
の
備
蓄
を
し
ま
し
ょ

う 備
蓄
品
リ
ス
ト 

優
先
順
位
１ 

（
命
や
健
康
に
関
わ
る
も
の
） 

・
治
療
食
・
薬 

・
フ
ー
ド
・
水
（
５
日
分
程
度
） 

・
予
備
の
食
器 

・
リ
ー
ド
（
伸
び
な
い
も
の
） 

         

優
先
順
位
２ 

 
 

（
飼
い
主
や
動
物
の
情
報
） 

 
 

・
飼
い
主
と
動
物
の
写
真 

 
 

 
 

迷
子
に
な
っ
た
時
に
使

え
ま
す
。 

      
 

・
動
物
の
飼
育
記
録
・
手
帳 

 
 

 

（
か
か
り
つ
け
の
動
物
病

院
、
食
事
の
量
や
回
数
、
ワ

ク
チ
ン
の
接
種
記
録
な
ど

で
一
時
預
か
り
を
お
願
い

す
る
際
な
ど
に
ス
ム
ー
ズ

に
情
報
が
伝
え
ら
れ
ま
す
） 

           

優
先
順
位
３
（
ペ
ッ
ト
用
品
） 

 
 

・
ペ
ッ
ト
シ
ー
ツ 

 
 

・
排
せ
つ
物
の
処
理
用
具 

 
 

・
ト
イ
レ
用
品
（
猫
の
場
合
は

使
い
慣
れ
た
ト
イ
レ
砂
） 

 
 

・
タ
オ
ル
・
ブ
ラ
シ 

 
 

・
お
も
ち
ゃ 

 
 

・
洗
濯
ネ
ッ
ト
（
猫
の
保
定
に

使
い
ま
す
） 

※
そ
の
他
、
ペ
ッ
ト
の
同
行
避
難
に 

関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
環
境
課 

ま
で
（
内
線
２
１
６
・
２
１
７
） 

③スムーズに避難所に入るには 

 日頃からどれだけ準備しているかで、ス

ムーズに避難所に入れるかどうかが決ま

ることがあります。 

 他市町の事例では、ペットの受け入れが

拒否される理由は、必要なワクチンを接種

していなかったり、吠えてしまって他の避

難者から苦情が来たなど、普段からのしつ

けや準備で解消されるものばかりです。 

 災害はいつ起こるかわかりません。 

災害の発生を想定し、他の避難者の迷惑

とならないよう、日頃から準備をしておき

ましょう。 

①まずは人の身の安全の確保を 

 自分の身の安全をまず確保しましょう。

災害時にペットを守るためには、飼い主が

無事でいることが大切です。 

 突然の災害で、ペットもパニックになり

いつもと違う行動をとることがあります。 

 興奮したペットに咬まれないよう気を

付け、普段通り 

の声をかけるな 

どして落ち着か 

せてください。 

②避難所への移動 

 避難の指示があり同行避難する時は、倒

壊した建物や切れた電線など、避難場所ま

での経路には危険箇所がたくさんあるこ

とが想定されます。足元や頭上に気を配

り、落ち着いて行動しましょう。 

 普段と違う状況に 

ペットも興奮してい 

ますから、リードは 

しっかりと持ちケー 

ジはしっかり抱えて、 

ペットの安全にも気を 

配りましょう。 

 

 ④避難所では 

 受付で、ペットと同行避難してきたこと

を伝え指示に従ってください。 

基本的には、飼い主に責任を持ってペッ

トを管理していただきます。 

※注意していただくこと 

・避難所の飼育ルールに従ってください。 

・ペットはリードにつなぐか、ケージに入

れ、逃がさないようにしてください。 

・首輪、リード、ケージ等には名札をつけ

てください。 

・エサ、フン尿、抜け毛等の後始末をして

ください。 

 

災害が発生したら 

 
飼い犬には毎年、狂犬病予防接種を注射

しなければいけません。 

 

 
鑑札・注射済票、名札などを装着しましょう。 

 
携帯電話に入れてお

くのもよいでしょう。 

 

 

 
 

一度避難した後に自宅に物を取り

に行く時は、行政の指示に従いまし

ょう。 

 


